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2025年 12 月 1日 

 

大阪公立大学数学研究所 

2026年度 共同利用・共同研究計画の提案募集要項 
 

 

大阪市立大学数学研究所は，2019年 4月に文部科学省から共同利用・共同研究拠点に認定されま

した。 

拠点名：「数学・理論物理の協働・共創による新たな国際的研究・教育拠点」 

研究分野：数学（代数学，幾何学，解析学），理論物理（数理物理，宇宙物理） 

2022 年 4月より大阪市立大学と大阪府立大学が統合して「大阪公立大学」が開学し，本研究所は

「大阪公立大学数学研究所（Osaka Central Advanced Mathematical Institute，略称：OCAMI）」

に名称を変更しました。本共同利用・共同研究拠点の事業の一環として引き続き，2026年度実施の

研究計画提案を募集します。本研究提案募集の概要および要項については下記の通りです。 

 

記 

 

１．目的と概要 

 大阪公立大学数学研究所（Osaka Central Advanced Mathematical Institute，略称：OCAMI）は，

21 世紀ＣＯＥプログラム以来，国内外の大学研究機関と国際的な共同研究や研究交流を積み重ね，

国際・国内ネットワークを築いてきた。今回新たなステージとして，これまでの実績を基に活動を

さらに発展させ，数学・理論物理の協働・共創による新たな国際的研究・教育を，共同利用・共同

研究拠点として展開する。国際・国内ネットワークを通じた共同利用・共同研究による頭脳循環を

図り，数学・理論物理分野において，学術研究の一層の基盤強化と発展，新たな研究の創造，国際

的な若手研究者育成を目指し，世界をリードする研究・教育拠点を構築する。2022年度に大阪市立

大学と大阪府立大学が統合して誕生した新大学「大阪公立大学」において，市大と府大の数学・数

理科学関係研究者が協働・共創する新たな体制として，数学部門・理論物理部門に加えて，数学・

数理科学連携部門を立ち上げ，応用数学研究グループを置き，数学部門・理論物理部門各研究グル

ープに横断的にアプローチし，数理科学諸分野と融合した新たな数学の創出を促す。 

 

２．共同利用・共同研究の研究提案募集 

本募集では，以下の３つの種別を設定して，本拠点の上記の研究分野および応用数学に該当する

共同利用・共同研究の研究提案募集を行う。原則として，2026年度内で実施の共同利用・共同研究

計画を対象とする。 
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 大阪公立大学数学研究所の予算状況によっては、各研究計画に対して資金援助ができる可能性が

あります。資金援助が可能になった場合、採択後に援助額上限などをご連絡いたします。 

 

(1) 共同利用・共同研究（一般） 

●共同利用・共同研究(A)：参加予定研究者 50名以上 

●共同利用・共同研究(B)：参加予定研究者 50名以内 

●共同利用・共同研究(C)：参加予定研究者 10名以内 

条件： 原則として，大阪公立大学（杉本キャンパス，中百舌鳥キャンパス，梅田サテライト，

I-site なんば等）で実施。大阪公立大学を拠点とするオンラインまたはハイブリッド

開催も可能。研究集会だけでなく少人数での共同研究や研究討論も歓迎する。その他の

場所で実施する場合は，拠点運営委員会委員長の承認を必要とする。 

 

(2) 国際共同研究「対称性,トポロジーとモジュライの数理」 

条件： 数学研究所の研究協力協定を締結する海外大学研究機関，数学研究所が推進した頭脳循

環プログラムでの海外連携研究機関（別紙リスト参照），または数学研究所において実

施する共同研究。現地での共同研究実施，相手大学研究機関の研究者招聘，若手研究者

の中長期派遣などを通じて研究成果を挙げることが期待できる提案等。また，海外連携

機関の新たな拡大を目指すような提案も歓迎する。 

 

(3) 大規模国際会議  

条件： 数学・理論物理の協働・共創的な研究，あるいは数学と数理科学の融合的な研究を促す

ようなテーマであることが望ましい。原則として，大阪公立大学（杉本キャンパス，中

百舌鳥キャンパス，梅田サテライト，I-site なんば等）で開催すること。大阪公立大

学を拠点とするオンラインまたはハイブリッド開催も可能。その他の場所で実施する場

合は，拠点運営委員会委員長の承認を必要とする。 

 

３．応募方法 

【提出書類】 

（１）共同利用・共同研究計画提案書（指定様式） 

（２）参考資料（形式自由：実施プログラム案，関係論文など） 

研究提案募集 要項・様式一覧 URL： 

https://www.omu.ac.jp/orp/ocami/joint/application/ 

【提出方法】 

事前相談を行った阪公大研究者が、上記 URLに記載された方法で申請する。 

(1) 共同利用・共同研究 

（一般） 

共同利用・共同研究(A) 参加予定者数：50 名以上 

共同利用・共同研究(B) 参加予定者数：50 名以内 

共同利用・共同研究(C) 参加予定者数：10 名以内 

(2) 国際共同研究「対称性,トポロジーとモジュライの数理」 

(3) 大規模国際会議 

https://www.omu.ac.jp/orp/ocami/joint/application/


 3 

  

４．応募締切 

  2026年 1月 30 日（金）17:00 必着（やむを得ない事情で遅延する場合はご連絡ください。） 

 

５．選考方法 

本拠点の課題選考委員会での選考，拠点運営委員会での審議により決定する。 

選考の観点： 

① 実施可能かつ確実に研究成果が期待できる研究提案であること。 

② 国際的なレベルの研究が期待できること。 

③ 若手研究者育成を踏まえた研究提案であること。 

④ 女性研究者が参加していることが望ましい。 

⑤ 数学・理論物理の協働・共創，あるいは数学と数理科学の融合を促す研究提案が望ましい。 

 

６．採否 

2026 年 3月下旬までに，提案者に採否を通知する。 

 

７．採択後の手続き 

（１） 採択後，拠点事務より実施計画書提出等の手続きの連絡をする。 

（２） 共同利用・共同研究終了後，実施報告書，参加者リスト，研究成果物（論文など）の情報を

拠点事務へ提出すること。提出方法については拠点事務より連絡する。 

（３） 共同利用・共同研究を活用して発表する論文および開催する研究集会等については，下記URL

の例文を参考の上，その旨を謝辞等に記載すること。 

https://www.omu.ac.jp/orp/ocami/joint/publication-data/ 

 

８．その他 

（１） 応募に際しては，阪公大研究者リスト（別紙）に記載されている研究者 1名以上と必ず事前

相談を行い，その氏名を提案書に記載すること。事前相談を行っていない場合は，原則とし

て不採択とする。 

（２） 採択の研究課題の名称・概要・計画・成果等の情報は，大阪公立大学数学研究所ウェブサイ

トおよび公式 SNS（X等）で公開される。 

（３） 講演アブストラクトやスライドを集約した報告集を，OCAMI Reports として発行することを

推奨する。発行された OCAMI Reports は，本学機関リポジトリに登録され，DOIが付与され

る。 

（４） 拠点運営委員長の承認の上，共同利用・共同研究として実施・公開する研究集会を他の研究

機関・団体等との共催として開催することができる。 

（５） 本拠点は，オンライン配信に要する機器等およびその支援体制の整備に努めている。共同利

用・共同研究として実施・公開する研究集会・セミナー等を，対面とオンラインを組み合わ

せたハイブリッド型で開催することを推奨する。 

（６） 大阪公立大学数学研究所公式の YouTube チャンネルが開設されている。研究成果の発信の一

https://www.omu.ac.jp/orp/ocami/joint/publication-data/
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環として，研究活動の動画を当該チャンネルにアップロードすることを推奨する。とくに，

大学院生向けの入門的な講義や，専門外の研究者も対象とした概説講演は，本研究所の掲げ

る若手育成や分野横断的な数学の創造という目的にかなうものであり，積極的な動画の配信

を奨励する。動画の投稿依頼に関しては阪公大研究者に相談されたい。 

大阪公立大学数学研究所 YouTubeチャンネルの URL： 

https://www.youtube.com/@ocami_math 

 

９. 問合せ・連絡先  

〒558-8585 大阪市住吉区杉本 3-3-138 

大阪公立大学数学研究所事務室（理学部 F棟 2階 F208） 

TEL: 06-6605-2521 

E-mail: gr-ami-kyoten@omu.ac.jp   

  

以上 

https://www.youtube.com/@ocami_math

